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有効長



フレキシブルな動き

三角形の構造

トリオン の 特徴　トリオン の 特徴　

・大型連節ブロックとして、三角形の堅牢な構造を有しております。
・ブロックの強度的弱点をなくすため、凹型の頭部や突起部には用心筋を配し
ています。
・ブロックの質量は 356 ㎏ / ㎡となっており、( 財)土木研究センタ－で行われ
た水理特性試験により流れに対する諸特性値が確認されています。

・ブロック相互が横断方向にヒンヂ接続し、さらに凹型
受部の両端はセンターよりも半径を少し大きくし
た構造にしていますから横断方向にも縦断方向に
も屈とう性に富み、堤防に馴染みやすくなります。



止めブロック

金具が不要

・連節連結用の鋼線やシャックルなどを全く使用せず、
またブロック相互がロック機構によって連節する
ので据付の位置決めが容易となり施工の効率と施工
の安全性が向上します。

・ブロックの端部（上から据付た時は
最下端、下から据付けた時は最上端）の止め
ブロックは形状が簡単な棒状になっており容易に
効率よく設置できます。



川辺環境の維持から創造へ

を防ぐとともに、川辺の環境を維持します。
・ 昆虫の生息空間を創造することも
できます。

水中施工ができる

・水深が浅く (２～３m以浅 ) ある程
度の水の透明度が確保される箇所で
水中施工が実施されました。

・礫河原などで矢板による止水が困難
な場所では、水替えの手間をはぶけ
ることから水中施工が特に有効とな
ります。

・ブロックは上からでも下からでも施工可能ですが水中施工の場合は上からの
据付となります。

トリオン の 用途　トリオン の 用途　



川裏側への使用

覆土します

が 35cmあり、覆土後の土の流出が極力抑えられます。

・植生土のうによる覆土は植物が根付くまでの間の土の
流出をなくします。

汽水域の使用に適しています

・連節用の鋼材（鋼線、連結鉄筋、シャックルなど）を全く使用しないことか
ら汽水域での使用に適しています。

・越流を許す堤防の場合、川表だけでなく川裏にもトリオンが使用され
ました。
・川表から川裏まで連続した据付も可能です。



馬 渕川　馬淵川堤防護岸その他工事

馬淵川水系　馬淵川

東北地方整備局青森河川国道事務所

平成２１年度
38m( 第 1排水 )
35m( 第 2 排水 )１，１７８個

河川名

事業主体

施工年度

数量(標準型) 施工延長

施工場所：青森県八戸市大字河原木

高 瀬川　高瀬川倉内地区護岸補修他工事

高瀬川水系　高瀬川

東北地方整備局高瀬川河川事務所

平成２０年度

１７６m１，６４５個

河川名

事業主体

施工年度

数量(標準型) 施工延長

高 瀬川　高瀬川舟ヶ沢横志田地区築堤工事

高瀬川水系　高瀬川

東北地方整備局高瀬川河川事務所

平成２０年度

１００m９４５個

河川名

事業主体

施工年度

数量(標準型) 施工延長

高 瀬川　高瀬川舟ヶ沢浜家苫地区築堤工事

高瀬川水系　高瀬川

東北地方整備局高瀬川河川事務所

平成２０年度
78m( 高水 )
82m( 低水 )９５１個

河川名

事業主体

施工年度

数量(標準型) 施工延長

施工場所：青森県上北郡東北町舟ヶ沢 ( 小川原湖 )

施工場所：青森県上北郡東北町舟ヶ沢 ( 小川原湖 )

施工場所：青森県六ヶ所村倉内 ( 小川原湖 )

実 績実 績



高 瀬川　

高瀬川水系　高瀬川

東北地方整備局 高瀬川河川事務所

平成２１年度

２０.２m２３５個

河川名

事業主体

施工年度

数量(標準型) 施工延長

多 摩川　多摩川下流部整備工事

多摩川水系　多摩川

関東地方整備局 京浜河川事務所

平成２０年度

４７m　６６１個

河川名

事業主体

施工年度

数量(標準型) 施工延長

小 貝川　布佐緩傾斜堤防工事

利根川水系　小貝川

関東地方整備局 利根川下流河川事務所

平成２０年度

１８０m４，６９３個

河川名

事業主体

施工年度

数量(標準型) 施工延長

北 上川　北上川上流成田地区護岸工事

北上川水系　北上川

東北地方整備局 岩手河川国道事務所

平成２０年度

２６０m４，３６７個

河川名

事業主体

施工年度

数量(標準型) 施工延長

施工場所：岩手県花巻市

施工場所：

施工場所：東京都大田区大師橋

施工場所：青森県上北郡東北町舟ヶ沢 ( 小川原湖 )



薗 原ダム　天薗原ダム湖岸環境整備工事

利根川水系　薗原ダム

関東地方整備局 利根川ダム統合管理事務所

平成２０～２４年度

7,000 ㎡　７，２２９個

河川名

事業主体

施工年度

数量(標準型) 敷設面積

施工場所：群馬県沼田市利根町薗原

唐 山沢砂防林　天竜川水系唐山沢砂防林護岸工事

天竜川水系　唐山沢砂防林

中部地方整備局 天竜川上流河川事務所

平成１９～２０年度

３２０m３，０９７個

河川名

事業主体

施工年度

数量(標準型) 施工延長

施工場所：長野県駒ヶ根市中沢

本 庄川　南俣西地区護岸根固災害復旧工事

大淀川水系　本庄川

九州地方整備局 宮崎河川国道事務所

平成１９年度

２４５m２，０８０個

河川名

事業主体

施工年度

数量(標準型) 施工延長

松 浦川　久保地区護岸災害復旧工事 施工場所：佐賀県唐津市相知町

施工場所：宮崎県東諸県郡綾町

松浦川水系　松浦川

九州地方整備局 武雄河川事務所

平成２０年度

４０m　４９１個

河川名

事業主体

施工年度

数量(標準型) 施工延長



高 山川　前田地区護岸補修工事

肝属川水系　高山川

九州地方整備局 大隅河川国道事務所

平成２5年度

２５２m３，５８５個

河川名

事業主体

施工年度

数量(標準型) 施工延長

施工場所：鹿児島県肝属郡肝属町前田

施工場所：宮崎県宮崎市富吉大 淀川　天神川排水機場外構他工事

大淀川水系　大淀川

九州地方整備局 宮崎河川国道事務所

平成２０年度

３８ｍ５２４個

河川名

事業主体

施工年度

数量(標準型) 施工延長

実績写真

河川災害復旧工事 (九州地方整備局宮崎河川国道事務所御発注)
宮崎県　本庄川
護岸延長２２０ｍに合計２，１００個のトリオンが設置されました。

竣工後

　



流速-水深図

｢護岸ブロックの水理特性値試験証明書｣で証明された水理特性値を用い｢護岸の力学
設計法｣に示されている｢滑動-郡体モデル｣から求めた移動限界代表流速に補正を加
えた結果です。実際の河川における郡体ブロックの移動限界代表流速は、単体
ブロックの値と理想的に配置された郡体ブロックの値との間にあると考えらますので、
単体と郡体の移動限界流速に１:２の重みを付けた評価により補正を行っています。

護岸ブロックの水理特性値試験証明書

財団法人土木研究センタ-で行われた、護岸ブロックの
水理特性値試験報告書　護性証第0139号の水理特性値を使用

流れに対する安定性
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